たとえば...下記は映画で作った原稿案です。原稿はこちらで作成するので情報のみいただきたいです。

続いては2026年に映画館で観るべき映画です。
オリコンニュースが洋画をたくさん選んでしますので、その中からいくつかご紹介しましょう。

・今年の夏公開予定の「スーパーガール」
DCユニバースから、新ヒロインが動き出します。
映画『スーパーマン』に続く注目作、主役はスーパーマンのいとこ「スーパーガール」です。演じるのは、期待の若手ミリー・オールコック。
彼女が演じるのは、ただ強いだけのヒーローではなく、
若さゆえの葛藤や「自分は何者か」という悩みを持つ、等身大のZ世代ヒロインです。

・そしてこちらも夏公開の「トイ・ストーリー5」
スマホやタブレットに夢中な現代の子どもたちというかつてない強敵を前に、
おもちゃたちは「自分たちの本当の役割」を問い直されます。
物語では、離れ離れになっていたウッディとバズが再会。しかし、新キャラクター「リリーパッド」の登場により、
「子供にとって本当に大切なものは何か」を巡って二人の意見が対立します。
おもちゃと子供の絆は、デジタルの時代をどう生き抜くのか...果たしてその結末は！？

・同じく5月公開には『プラダを着た悪魔2』が公開されます。
アン・ハサウェイやメリル・ストリープら、おなじみのキャストが再集結。
華やかで厳しいファッション業界の「その後」を描く続編です。
かつて新人だったアンディや、カリスマ編集長のミランダは、今どんな立場で働いているのでしょうか。
「今の時代の働き方」や「女性のキャリア」をテーマに、誰もが共感できる物語としてアップデートされています。
